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を設置することも可
能だ。
　また，Cアームに
も柔軟な動作が求
められる。外科的な
処置の時は寝台から
離れた位置に退避で
き，X線を利用する
タイミングには素早
くセッティングでき
なければならない。
INFX- 8000 Cは長
手方向（体軸）に
2m以上の移動が可
能になっているほか，横手方向（左右）
にも約1m移動でき，器材を避けて自由
に動かすことができる。阪口部長は，「ス
テントグラフト治療の場合には，多くの
スタッフが寝台の回りに立ちますので，
アームがフレキシブルに動くことは重要
です。設計の際には，無影灯やヘパフィ
ルタなどの設置位置なども含めて検討し
て，できるだけ干渉しないレイアウトに
しました。使わない時のアームの退避から，
透視や撮影のポジションまでスムーズに
移動でき，ストレスのない手技が可能に
なっています」と評価する。
●  開胸手術にも対応する
高機能チルト寝台

　同院では，東芝製の外科手技に対応
するチルト寝台「CAT-880B」を採用し
た。CAT-880 Bは，上下左右方向にそ
れぞれ16°のチルトが可能で，カテーテ
ル治療はもちろん，開胸手術にも対応可
能だ。さらにCAT-880Bは過重につい
ても250kgまで対応し，サイドレールな
ど手術器具の装着にも対応できる。
　吉田部長は，ハイブリッド手術室での
開胸手術について次のように説明する。
　「開胸手術の際には，体位の変更や視
野の確保のために寝台を傾けることが必
要です。先日，心房中隔欠損症の手術
を行いましたが，まったく問題なく進め
ることができました。今後は，ステント
グラフトの際にも開胸手術への移行や，
ステントグラフトとバイパス手術を合わ
せた術式など，開胸手術が必要なケー
スが出てくると考えられますが，十分対
応できると感じています」

理や3D画像の操作などの作業が進めら
れることを評価する。また，日本語によ
るメッセージが表示されることなどから，
使い勝手が向上しているという。
●  画像の視認性が向上する
画面レイアウト

　手術室内には，6面構成の液晶モニタ
のほかに，52インチの大画面カラー液晶
モニタを設置した。阪口部長は，「治療
の際には，大画面で手術場のスタッフ全
員が情報を共有できますので，治療の進
行状況を把握した上で皆が行動してくれ
ています」と述べる。

新しい技術開発に伴い
進化する
ステントグラフト治療
　ハイブリッド手術室では，ステントグ
ラフト治療のほか，急性下肢動脈閉塞
症例に対して，外科的なフォガティ血栓
除去術とカテーテルによるステント留置，
あるいは血栓溶解術などの血管内治療
と組み合わせて効果を上げている。その
ほか，経皮的血管形成術（PTA），経皮
的腎動脈形成術（PTRA），血栓除去術
などの血管内治療を行っている。

●  “PureBrain”の高画質で手技をサ
ポート

　INFX-8000Cは，東芝の画像処理テ
クノロジーである“PureBrain”によっ
て，透視および撮影画像の高画質化を
図っている。また，“MultiTask”機能
によって，透視画像を表示したままで
DSA などほかの画像を同時に動画再生
することが可能だ。参照画像を別の画像
に変更する際も，透視を切らずに行える。
　阪口部長は「透視の画像はクリアで，
ステントの状態をはっきりと確認できま
す。透視と参照画像の動画再生は，他
社の製品ではできないことが多く，治療
の際には助かりますね」と評価する。ハ
イブリッド手術室を担当する診療放射
線技師の貝本篤司技師は，INFX-8000 
Cの画質について，「複数のグラフトが重
なったところでも，カテ先の細かい画像
がきれいに描出されます」と言う。
　INFX- 8000Cでは，Cアームの高速
回転収集によるCT ライクイメージング
（Low Contrast Imaging：LCI）や
3D-Angioなどのアプリケーションが利
用できる。貝本技師は，検査室で治療
をしている最中にも操作室での作業に制
限がかからず，DSA画像のリマスク処

貝本篤司 技師藤澤典子 看護師長 松浪可織 技士
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13:30~

日帰りで治せる外科治療

下肢静脈瘤で悩んでいませんか？
　　　　

院長　　　佐野　憲

14:30~

つかみ所の無いめまいについて

おそろしいめまいと安全なめまい

耳鼻咽喉科部長　中林淑郎

15:10~

ホントは怖い動脈硬化

最新の血管内治療法
ステントグラフト治療について

大動脈ステントグラフト・血管内治療科部長
　
阪口　昇二

松原徳洲会病院　特別医療講演

最新の治療法をご紹介します
~知って得する治療法~

9月17日（土）13時~

イオンモール堺北花田プラウ

3階プラウホールにて開催
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